電磁気学ミニマム
１．電磁気学の歴史　
１．１　Thales (BC625-546，ギリシャ)
   　　 摩擦電気（こはく:ギリシャ語エレクトロン）
１．２　Lucretius (BC95-52,　ギリシャ)
　　　　天然磁石（Magunesiaの磁鉄鉱）

１．３　William Gilbert (1544-1603, イギリス)

　　　　摩擦電気・磁石の研究　⇒　著作「De magnete」
　　　　磁石の磁性の熱消失，磁場による鉄の磁化，地磁気（小地球）

　　　　ガラス，硫黄，封蝋，鉱石で摩擦電気，磁気力と電気力の相違点

　　　　微粒子理論

１．４　Otto von Guericke (1602-1686, ドイツ)

　　　　真空ポンプ，マグネブルクの半球，起電機(1660)
１．５　P. van Musschenbroek (1692-1761, オランダ)

　　　　ライデン瓶(1745)
１．６　Benjamin Franklin (1706-1790, アメリカ)

　　　　１流体説(1752)，避雷針の発明

１．７　William Watson (1717-1787, イギリス)
  　　　正電気，負電気

１．８　Henry Cavendish (1731-1810, イギリス)

　　　　帯電した金属球内に電場無し⇒電気力の逆２乗法則を推論(1733)
１．９　L.A. Galvani (1737-1798, イタリア)

　　　　生体電気(1780)

１．１０　C.A. de Coulomb (1736-1806, フランス)

　　　　電気力，磁気力に関するクーロンの法則(1785)
１．１１　Alessandro Volta (1745-1827, イタリア)

　　　　電池（ボルタの電堆）：（亜鉛板＋食塩水紙＋銀板）ｎの発明(1800)
        ⇒ 連続電流の生成　⇒　電磁気学

１．１２　W.Nicholson, A. Carlisle

        水の電気分解(1800)
１．１２　H. Davy (1777-1829, イギリス)
　　　　電流の化学作用：電気分解　（カリウム，ナトリウム）

１．１３  C.H. Oersted (1777-1851, デンマーク)

　　　　電流による磁場の生成(1820)
１．１６　Andre Marie Ampere (1775-1836, フランス)

　　　　電流の相互作用(1820)

１．１７　J.B. Biot (1774-1862, フランス), F. Savart(1791-1841,フランス)

　　　　ビオ・サバールの法則(1820)
１．１４　T.J. Seebeck (1770-1831, ドイツ)

　　　　熱電対(1821)
１．１５  Georg Simon Ohm (1787-1854, ドイツ)

　　　　オームの法則(1826)
１．１７　J.B. Biot (1774-1862, フランス), F. Savart(1791-1841,フランス)

　　　　ビオ・サバールの法則(1820)
１．１８　D.F.J. Arago (1786-1853, フランス)

　　　　アラゴの円盤，渦電流
１．１９　K.F. Gauss (1777-1855, ドイツ), W.E. Weber (1804-1891,ドイツ)

　　　　ガウスの法則，地磁気の測定法，磁場の絶対単位
１．２０ W.E. Weber (1804-1891,ドイツ), R. Kohlrausch (1809-1858, ドイツ)
　　　　電気力学定数と磁気力学定数の比＝光速 (1856)

１．２１　Michael Faraday (1791-1867,イギリス)

　　　　電気分解，電磁誘導(1831)
１．２２　Werner von Siemens (1816-1892, ドイツ)
　　　　発電機(1867)
１．２３　J.P. Joule (1818-1889, イギリス)

　　　　ジュールの法則(1841)，熱の仕事等量(1843)

１．２４　James Clerk Maxwell (1831-1879, イギリス)　　

　　　　変位電流(1861)，マックスウェルの方程式(1864)
１．２５　Alexander Graham Bell

        電話の発明(1876)
１．２６  T.H. Edison (1847-1931, アメリカ)

         炭素フィラメント電球(1878)，エジソン効果, 直流発電機(1870)

１．２７　Nikola Tesla 
         交流モータ，交流発電機(1880)

１．２８　A.A. Michielson, E.W. Morley

　　　　マイケルソン-モーレーの実験(1887)

１．２９　H.R. Hertz (1857-1894, ドイツ)

　　　　ヘルツの実験(1888)

１．３０　G.J. Stoney (1826-1911, アイルランド)
　　　　電気素量(1891)
１．３１　J.J. Thomson (1856-1940, イギリス)

　　　　陰極線の比電荷測定(1897)

１．３２　R.A. Millikan (1868-1953, アメリカ)

　　　　ミリカンの実験：素電荷測定(1909)
１．３３　H.A. Lorentz (1853-1928, オランダ)
　　　　ローレンツの電子論，ローレンツ変換(1892)
１．３４　G. Marconi (1874-1937, イタリア)

　　　　コヒーラ，無線通信：ワイト島―ブールンマウス間19.3km (1896)

        英仏海峡横断通信(1899)

１．３５　M. Planck

        量子仮説，プランクの式(1900)

１．３６  J.A. Fleming (1849-1945, イギリス)

　　　　２極管(1904)

１．３７　A. Einstein (1879-1955, ドイツ，アメリカ)

　　　　特殊相対性理論(1905)
１．３８  L.De Forest (1873- , アメリカ)

　　　　３極管(1907)
１．３９　E. Rutherford (1871-1937, イギリス)

　　　　ラザフォードモデル: 有核モデル(1911)

１．４０　Kamerlingh Onnes 

        水銀4.2Kの超伝導(1911)
１．４１　Niels Bohr (1885- ,オランダ)

　　　　ボーアモデル(1913)
１．４２　Wolfgang Pauli
        電子のスピンを発見，パウリの排他律(1824)
１．４３　W. Heisenberg (1901- ,ドイツ)

　　　　行列力学(1925)

１．４４　E. Schrodinger (1887- ,オーストリア)

　　　　波動力学(1926)
１．４５　P.A.M. Dirac (1902- , イギリス)
　　　　変換理論(1926), 反粒子（陽電子，反陽子）

１．４６　Anderson

        陽電子を観測(1931)
１．４７　James Chadwick

　　　　中性子を発見(1932)
１．４８　Hideki Yukawa

        中間子論(1935)

１．４９　J.L. von Neumann (1903-1963, アメリカ)

　　　　プロクラム内蔵型計算機，EDVACレポート(1945)
１．５０　John Mauchly, J.Presper Eckert(アメリカ)
         真空管型計算機ENIAC (1946)

１．５１　Shin-ichirou Tomonaga

        くりこみ理論(1947), 場の量子論

１．５２　Brattain, Bardeen, Schokley

        トランジスター(1948)

１．５３　Bardeen, L.Cooper, J.R. Schrieffer

        超伝導理論（BCS理論）(1957)
問題1.1  上で説明した項目(1.1～1.53)について調べ，それぞれについて関連データを示せ。（データの入手先を明記せよ。）また，それを使って各項目の内容を解説せよ。
